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区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

A 太平記に見えたる元弘元一建武元年に至る勤
王家湊川神社調査書ノ抄録

喜田新六箋 A1

（270件） 元弘元一建武元ニ功績アルモソノ事蹟アル
人々

喜田新六箋 A2

徳川時代商業叢書 喜田新六箋 D32
令制に於ける国の等級 喜田新六箋 D44
（元弘年間関係メモ） 喜田新六箋　

1/7
K11

（元弘年間関係メモ） 喜田新六箋　
2/7

K12

（元弘年間関係メモ） 喜田新六箋　
3/7

K13

（元弘年間関係メモ） 喜田新六箋　
4/7

K14

（元弘年間関係メモ） 喜田新六箋　
5/7

K15

（元弘年間関係メモ） 喜田新六箋　
6/7

K16

（元弘年間関係メモ） 喜田新六箋　
7/7

K17

（原稿） 喜田新六箋 M16
大正十二年五月五日起稿村上専精先生に送る
文の控　謹んで村上先生に呈す

喜田貞吉 大正12 1923 A3

通俗日本農業史話（三） 齊東野人 教育農芸 I50
豊葦原の瑞穂国　─通俗日本農業史話（四）
─

齊東野人 教育農芸12
月号

昭和11 1936 I51

狩猟時代から農業時代へ　通俗日本農業史話
八

齊東野人 （教育農芸　
月号）

昭和12 1937 G18

狩猟時代から農業時代へ（下）　（校正刷及
び原稿）　通俗日本農業史話九

齊東野人 （教育農芸
五月号）

A22

狩猟時代から農業時代へ（下）　通俗日本農
業史話九

齊東野人 （教育農芸
五月号）

A23

韓人池と所謂石器時代の農業（通俗日本農業
史話十一）

齊東野人 教育農芸 昭和12 1937 I60

検地の沿革　通俗日本農業史話十六 齊東野人 （教育農芸
十二月号）

昭和12 1937 A20

土地均一制度の崩壊　通俗日本農業史話十八 齊東野人 （教育農芸　
月号）

昭和12 1937 A21

土地均一制度の崩壊（初校）　（通俗日本農
業史話十八）

齊東野人 教育農芸 G27

庄園の発生（通俗日本農業史話二十） 齊東野人 教育農芸 昭和13 1938 I61
半世紀前の或る農村風景　（上）　（通俗日
本農業史話　番外）

齊東野人 昭和13 1938 G26

日本民族論　日本民族の構成2/3 喜田氏 （31−61） A25
日本民族論　日本民族の構成2/3 喜田氏 （63−95） A24
武士道と日本魂（中） 喜田貞吉 （歴史地理

十二月号）
A26

（武士道と日本魂） A27
（誕辰状） 昭和3 1938 A28
池尻と池上　（校正刷） 齊東野人 （歴史地理

五月号）
A29

池尻と池上 齊東野人 （歴史地理
五月号）

A30

源頼朝奥州役後の処方と「みちのく」の蝦夷 喜田貞吉 （歴史地理
五月号）

A31

所謂堀立柱根と土居桁式建築 喜田貞吉 （歴史地理
四月号）

A32

所謂石器時代の農業に就いて 喜田貞吉 昭和12 1937 A33
蝦夷編年史料（三） （東北文化

研究　第一
巻第六号）

昭和4 1929 A34

東北文化研究第一巻第六号　（校正刷及び原
稿）

昭和4 1929 A35

東北文化研究第一巻総目次 （東北文化
研究　第一
巻第六号）

昭和4 1929 A36

東北文化研究一巻六号目次 昭和4 1929 G14
蝦夷編年史料三　校正刷 （東北文化

研究一巻六
号）

G15
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区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

（蝦夷編年史料三） （東北文化
研究一巻六
号）

昭和4 1929 G16

蝦夷志料（一） A37
六十年の回顧 C1
第二回原稿　日向国史第一冊第一編太古史ノ
一

C7

第二回原稿　日向国史第二冊太古史ノ二 C6
第二回原稿　日向国史第三冊第一編太古史ノ
三

C5

第二回原稿　日向国史稿本一第二編上古史第
四冊

C4

第二回原稿　日向国史稿本第五冊第二編上古
史ノ二

C3

第二回稿本　日向国史稿本第六冊第二編上古
史ノ三

C2

日向国史 I47
昭十五.夢殿　日本紀に見ゆる法隆寺 喜田貞吉 C8
（書付） 末尾に小宅氏系

譜とあるほかは
白紙

D1

（日記及び史料抜粋） 明治38 1905 D5
（史料索引） D6
（満済准后日記） D7
原稿（三八､十一､二十五）　歴史教授法の一
班

明治38 1905 D8

稲葉正縄文書 D9
有馬城墟の一夜 D10
古氏族分布研究史料 D11
非人研究資料 D12
（表）土蜘蛛に関する伝説に就いて　（裏）
（幕末関係論文原稿）

D13

（文献目録） 史学会原稿用紙 D17
（文献目録） D18
秋田實季消息 昭和元 1926 D19
（五､社会組織と他の人文との関係） D21
本州に於ける蝦夷の末路 D22
上代の国防 （歴史地理

63巻5号）
昭和9 1934 D23

継体以下天皇皇位継承に関する疑問 喜田貞吉 D25
はしがき　此の書を読む児童たちへ D26
この書を見られる児童の先生や父母の方々に 喜田貞吉 日本児童文

庫　日本歴
史物語

昭和3 1928 D33

大宝令職員表　蝦夷討伐の歴史に就て 張り付いている D27
烝證雑録巻二ほか 張り付いている D28
烝證雑録巻三 D59
（史料抜粋ほか） 張り付いている D29
日本民族史概説 風俗史講座 D30
日本民族史概説（断片3種） 喜田貞吉 風俗史講座 D31
日本民族史概説 喜田貞吉 風俗史講座 D51
日本民族史概説 喜田貞吉 風俗史講座 D52
日本民族史概説 喜田貞吉 風俗史講座 D53
日本民族史概説 喜田貞吉 風俗史講座 D54
日本民族史概説 喜田貞吉 風俗史講座 G19
日本民族史概説 喜田貞吉 風俗史講座 M44
（日本歴史地理） 地理学講座 D34
齋東史話目次 D37
（齋東史話　百一〜百十） D38
齋東史話　三〜五 齊東野人 D39
齋東史話　目次・自序 齊東野人 昭和10 1935 D40
齋東史話　自序 齊東野人 昭和10 1935 D41
著者の言葉（齊東史話） F28
（齊東史話ほか） F32
（齊東史話） H35
奥羽地方に於ける夷地狄地の存在（下） 喜田貞吉 D42
奥羽地方に於ける夷地狄地の存在（下）　
（校正刷）

喜田貞吉 歴史地理63
巻4号

D43

八坂瓊之曲玉考（校正刷） 喜田貞吉 歴史地理60
巻1号

D45
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備考 予備
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浄土宗史研究序 昭和12 1937 D46
日本民族の起源に就いて D47
著名寺院表 D49
著名神社表 D50
（第四節　米国の要請に対する幕閣の態度と
国論の帰趨

D56

（幕末大名武士の窮乏） M45
八坂瓊之曲玉考 喜田貞吉 昭和7 1932 D58
福神研究　道祖神の教育を補って序言に代ふ 喜田貞吉 昭和10 1935 D60
藤原京に就いて 喜田貞吉 D62
銅鐸民族研究の一断片 喜田貞吉 考古学雑誌 D63
西大寺三宝料田園目録　　興福寺資財帳 （歴史地理

三巻五・六
号）　　
（歴史地理
四巻五・六
号）

D77

佐倉宗吾一件 E1
七月四日　敬礼の民衆化 E4
素人の疑問　（時代と宗教） 齊東野人 E5
法隆寺五重塔心柱下の空洞に就いて 喜田貞吉 E6
素人の疑問　（神社と祭神） 齊東野人 E7
素人の疑問　（王法為本の気風） 齊東野人 E8
素人の疑問　（書き損じ） E9
素人の疑問 齊東野人 F37
素人の疑問 齊東野人 F38
ハフリ考 E10
無姓の百姓 E11
無姓の百姓 史林 昭和4 1929 M38
（東北歴史年表） E14
（后妃等書上） E15
日本国現報善悪霊異記 E16
山民マタギの研究（三） 喜田貞吉 E17
古代ノ兵庫及附近ノ沿革（要旨） 大正8 1919 E18
仁徳天皇「高き崖」の御製（余白録） E19
弥生式土器と石器時代（余白録） E20
学徒の本末争ひ（余白録） E21
第一回大名領地沿革調査報告書 喜田貞吉 大正7 1918 E22
第三回大名領地調査報告書 G45
第二回大名領地沿革調査報告書 G46
史話 E23
秘密を持るものゝ苦痛 E24
（法制関係史料抜粋ほか） E25
（歴史地理原稿綴） 喜田貞吉「遠江

国濱名湖口の沿
革」収録

E26

（考古学調査要領） E27
後淡海宮御宇天皇論　上 喜田貞吉 大正11 1922 E28
史籍解題 E29
恭仁遷都考　（大養徳恭仁大宮） 喜田貞吉 E31
中臣習宜阿曽麿（校正刷） 喜田貞吉 中央史壇　

大正10.5
大正10 1921 E33

聖徳太子の奇蹟（校正刷） 喜田貞吉 聖徳太子論
纂

E34

日本読史地図短評 喜田貞吉 史学雑誌八.
三.九-二

E35

払田本楯の柵址と華夷勢力の消長 喜田貞吉 昭和6 1931 E36
東北文化研究第一巻第五号（目次等原稿） 昭和4 1929 E37
（蝦夷関係） F3
藤原保則伝 F4
解説　盾形埴輪と久米部 F5
八月二十二日水　津軽領分内の蝦夷記事 F7
賤民概説 喜田貞吉 F8
東北文化研究六号目次 F9
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（封筒） 　写真　日本古
建築の精華の後
に　国栖の名義　
特殊部落区別撤
廃の急務　風俗
沿革図説の発行
を聞いて　出雲
民族より見たる
日本建国史　弘
文天皇と天武天
皇との取りちが
へ　＋（各種史
料抄出など）

F11

（武将家系史料等書上） F12
不均一なる能力の児童を均一に帰せしめよ F14
（封筒） 各種原稿・校正

刷
F15

（加賀・能登・越中地誌） F17
（史料関係覚書） F19
沿海紀聞三十五抄出 F20
書きかけ原稿 袴　生殖器崇拝

といふ事と道祖
神の研究　日本
地理の沿革　壬
生狂言と大念仏　
日蓮聖人遺文集
問題に就いて　
上古史概説

F22

鳥居の新研究 喜田貞吉 文化3（11） 昭和11 1936 F24
鳥居の新研究 文化3（11） 昭和11 1936 M15
（図書目録） F25
弘法大師の入定説に就いて 史林5巻2号 大正9 1920 F26
日本都制と藤原京 喜田貞吉 F27
（契約書） F29
小林康彦に遣はすの書 F34
昭和十.三.十四　小林康彦につかはす箇条書 昭和10 1935 F35
坪井先生の追憶 喜田貞吉 F36
三高史学同好会に望む 喜田貞吉 F39
研究報告書（第五回） 喜田貞吉 F40
藤原京再考 喜田貞吉 F41
森本六角君の追憶 喜田貞吉 F42
藤原宮と藤原京とに就いて 喜田貞吉 F43
附録　野馬台詩起并起原 G5
大和国古都略記図 G7
帝都考　大和国部 北浦定政 G8
神武天皇御陵考　畝火山図添 G9
河内御陵略記并略図 G10
応永廿五年戊戌九月日　　春日若宮御社領大
和国葛上郡西東御庄

G11

（日記・世態雑観） 明治38 1905 G20
精神科学奨励金交付申請書 G22
（四天王寺五重塔の魅か） G23
「四天王寺五重塔の謎」補遺 喜田貞吉 G24
四天王寺五重塔の謎 喜田貞吉 G25
武士道と日本魂（二） 喜田貞吉 G28
武士道と日本魂（二） 喜田貞吉 G29
武士道と日本魂（上） 喜田貞吉 （歴史地理

正月号）
G48

素人と玄人（初校）ほか 齊東野人 歴史地理 G30
素人と玄人 齊東野人 G51
所謂堀立柱根と土居桁式建築　（再考） 喜田貞吉 歴史地理 G31
所謂堀立柱根と土居桁式建築　（初校） 喜田貞吉 歴史地理 G32
津軽蝦夷考 G33
「愚禿」といふ事　ー村上先生の愚禿草を拝
見してー

齊東野人 G34

アイヌの熊祭実演映写 G35
広告文の趣意 G37
笠井藍水編　新編阿波志序 昭和3 1929 G38
東北文化研究　第二巻第五号 G39
（書付） G40
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備考 予備
整理
番号

源頼朝の奥羽平定と津軽　ー安東氏の研究の
二ー

喜田貞吉 G43

民族と歴史　第七巻第一号　（表紙原稿） 大正11 1922 G47
（コラム目録） 学窓日誌等 H30
阿波国徴古雑抄　その1 H41
阿波国徴古雑抄　その2 H42
三たび薬師寺東塔の建築年代に就いて 喜田貞吉 夢殿論誌5巻 昭和7 1932 I6
（辞典原稿か） I30
第弐章　沿革一　（第二集） I31
高橋関野両君の槨と壙との説に就て 考古学雑誌6

巻12号
大正5 1916 I32

多武峯墓に就いて谷井氏に答ふ 考古学雑誌6
巻5号

大正5 1916 I33

（原稿等） 随筆日録　鹿嶋
閑人　歴史地理
62巻2号校正刷
ほか　　裏面に
喜田自身の病状
等について記さ
れた原稿あり

I35

（抜粋） I37
維新後被贈官位姓名一覧表 I39
読続紀 I40
読史のまにまに乙 I44
読史のまにまに甲 I45
（封筒） 位階制の変遷に

ついて
I46

足立康君の薬師寺に関する新研究を読む 考古学雑誌
21巻4号

I53

読史百話　一 明治45 1912 I65
読史百話　二 I66
読史百話　三 I67
読史百話　四 I68
読史百話　五 J31
読史百話　六 J32
読史百話　七 J33
帝都論纂　浄写の分 I69
内藤政恒君卒業論文所載古代寺院表 I71
古代ノ部族 I75
阿波の古墳墓に関する笠井君の再駁文に就い
て

考古学雑誌5
巻11号

大正4 1915 J22

再び古墳墓の年代に就いて　　附棺槨の意義
に就いて　　高橋君の評言に答ふ

考古学雑誌4
巻10号

大正3 1914 J23

国分寺の創設と東大寺の草創 （京大）考
古学論叢　
昭和十二年
秋季号

昭和12 1937 J25

古墳墓の年代に就いて　高橋健自君の評論に
答ふ

考古学雑誌4
巻8号

大正3 1914 J29

（文献目録） J30
三省堂百科　日本歴史 J35
国司制之変遷 喜田貞吉 史学雑誌8-1

〜4
J36

（第九編　徳川時代史） K7
（史料稿本） K10
（薬師寺関係） M2
（条里制関係） M3
（調査記録） M4
（山窩関係） M5
（長谷寺関係） M6
（原稿断簡） M7
先住民族の生活 （郷土読

本）
M8

（書付） M9
（出土品スケッチ） M10
（書付） M11
（凡例） 喜田貞吉

杉山寿栄男
日本石器時
代植物性遺
物図録

昭和6 1931 M12

「伝説の旭川及某附近」の再版を聞いて 喜田貞吉 昭和6 1931 M13
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区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

（原稿断簡） （齊東野
人）

M17

（原稿） 昭和11 1936 M18
（学窓日誌か） M19
（古代史関係） M20
（女性史関係） M21
（農業史関係） M22
（シシとは肉の古語） M24
（史料集稿本） M25
（史料抜粋等） M26
喜連川判鑑要目 M27
（史料抜粋） M28
（史料抜粋） M29
（史料抜粋） M30
（氏族別史料抜粋等） M31
（史料抜粋） M32
（テーマ別史料抜粋） M33
古代の村落 M35
古代ノ制度 M36
奴婢賤民 M37
（学窓日誌） M39
（歴史理論関係） M40
（蝦夷関係） M41
「サンカ」の名義 喜田貞吉 M42
（蝦夷関係） （東北文化

研究）
M43

東北方言の矯正といふ事に就て 東北文化研
究

M46

学窓日誌 喜田貞吉 （東北文化
研究）

M49

（原稿断簡） M50
（原稿） M57

B 八月十五日　歴史地理学　喜田貞吉君 A4
（34件） 文学博士喜田貞吉君講演　歴史地理学一班　

明治四十二年十月二十五日於華族会館火曜会
明治42 1909 A7

歴史地理　文学士喜田貞吉君講話 A43
日本地理講義　喜田貞吉講述 明治33 1900 F23
（講演録） A13
上代の帝都　文学博士喜田貞吉君講演　（京
都大学夏季講演会に於て）

A5

文学博士喜田貞吉君述　古墳と横穴 E30
十二月六日修文館（第一回）　文学博士喜田
貞吉君述

A42

大正十年一月二十三日京都帝国大学文科特別
研究室にて喜田博士の講義

大正11 1922 M23

喜田文学博士述　地理講義第三回 A9
文学博士喜田貞吉君述　地理講義第四回 A8
喜田文学博士　地理学とは何ぞや第一回　
（下関講演会）

A38

下関講習会七月二十二日　喜田文学博士講演
第二回

A10

文学博士喜田貞吉君述　行政区画沿革一般　
（通俗講談会）

山本和吉 明治42講
話　明治
43持参

1909講話　
1910持参

A41

文学博士喜田貞吉君述　行政区画沿革一般
（続き）

A40

朝鮮歴史講義　文学博士喜田貞吉君述 I49
喜田博士講演　朝鮮地理及歴史第一回 I48
喜田博士　朝鮮・歴史及地理第三回ノ上 A11
喜田博士続　三回の下 F13
喜田博士　演説　四回上
喜田博士述　朝鮮の歴史と地理　第四回下　
第五回

F10

文学博士喜田貞吉氏　社会史上より見たる浄
土教の発達　一　布教講習会

G44

文学博士喜田貞吉氏　社会史上より見たる浄
土教の発達　二　　布教講習会

G12

本邦古代史管見（第一日） F16
本邦古代史管見（第二日） I41
本邦古代史管見（第三日） I43
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徳島大学附属図書館　喜田貞吉関係資料一覧（第1群 : 石躍氏寄贈資料＝喜田家旧蔵, 原稿等の部）

区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

本邦古代史管見（第四日） I42
米子講演会筆録　山陰地方の古代　（上）　
喜田貞吉演

J28

米子講演会筆記　山陰地方の古代　（下）　
喜田貞吉演

J27

融和問題に関する歴史的考察　喜田貞吉述 A39
特殊部落問題　文学博士喜田貞吉君講演 F18
特殊部落区別撤廃の要　文学博士喜田貞吉述 （日本魂四

巻十一号）
大正8 1919 G13

歴史上より見たる差別撤廃問題　（講演録原
稿）

G52

所謂特殊部落と仏教　第二日目　文学博士喜
田氏

K1

C （古代史） 大正3 1914 B1
（75件） 藩政一覧表 B2

京大日本古代史講義四 大正3 1914 B3
国史概説 大正2 1913 B4
（古代史） 大正3 1914 B5
国史地理三　（行政区画） B6
古代史　（日本民族概説） B7
日本考古学 1933 B8
京都帝国大学文科大学日本古代史講義一 1912 B9
（国史地理講義） B10
国史地理講義 B11
江戸時代史 中村助教授 D64
（古代史） D65
（天正以降各国沿革） D66
（歴史地理関係） D67
（第四編　平城京外の条里） D68
（第四章　帝都都城の沿革ほか） D69
（地理歴史関係） D70
（交通史関係編年史料抜粋） D71
国史地理講義 大正3 1914 D72
教育学概論 D73
西洋中世史 山中講師 D74
西洋史概説 齊藤教授 D75
東洋史概説 D76
（ノート断簡） E2
政治地理学　巻之一 E3
征夷地理考 F2
藤原京　平城京内諸寺の敷地 G6
雑料 H2
日本憲法　　藩政ノ研究　　大名ノ生活　　
氏族雑媛研究資料　日本紀書ぬき

H3

（史料写し） H4
（史料抜き書き） H5
（古代史）　一五〜一六 H25
（古代史）　一七〜二七 H8
（古代史）　二八〜三十六 H7
（古代史）　三十七 H6
国史地理概説二 H9
倭人考　（未定稿） H10
（歴史地理） H11
国史地理講義稿　第一 H12
考古史話 H14
（年表） H15
鎌倉時代史　星野教授講 H16
日誌索引 H17
（随筆） H18
（天皇陵関係史料抜粋） H19
国史地理講義稿　四 H20
古代史稿　一 大正3 1914 H21
大正九一十年度京大国史特殊講義 H22
古代史講義稿　奈良朝補 H23
（神社一覧） H24
社会資料索引 H26
国史地理概説 明治42　　

大正6〜7
1909　　
1917〜
1918

H27
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徳島大学附属図書館　喜田貞吉関係資料一覧（第1群 : 石躍氏寄贈資料＝喜田家旧蔵, 原稿等の部）

区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

日向年表 H28
津軽家系図 H29
姓氏録考証　　清正資料 H31
（西洋史） H32
（数学） H33
（漢文） H34
史料 H36
日本古代史講義　二 大正元 1912 H38
日本古代史講義　三 大正元〜

大正2
1912〜
1913

H37

江戸史料 はさみこみあり H39
雑抄　一 H40
（手帳） I2
（手帳） I3
地名の話 I55
大宝以来外交文学政治の沿革 J26
人文地理概説　山崎　　日本地理概説　原 K2
（ノート） K3
考古学　喜田博士 法文学部　

泉山コト
K4

国史地理学　大正元年度京大講 大正元 1912 K5
国史地理概説 K6
（書籍等メモ） M52
（メモ） M53

D 第五回夏期講演会招待状発送名簿 （日本地理
歴史学会）

ハガキ､名刺は
さみこみあり

D20

（24件） （日本歴史地理研究会　名簿） G42
（日本歴史地理学会　会員帳簿） 大正3 1914 G50
（出納帳） 日本歴史地

理学会
大正8〜
大正11

1919〜
1922

I4

（会費納入記録） 大正9〜
大正10

1920〜
1921

J1

（会費納入記録） J2
（出納簿） 大正3〜

大正4
1914〜
1915

J3

（会費納入記録） 大正5〜
大正6

1916〜
1917

J4

（会務記録） 明治32〜
明治41

1899〜
1908

J5

大正三年度会員会費記入簿 日本歴史地
理学会

J6

日本歴史地理学会蔵書目録 J7
明治三十五年一月改正　日本歴史地理研究会
会員名簿

J8

明治丗六年九月一日改正　会員名簿 日本歴史地
理研究会

J9

明治四十二年度　会費領収簿 日本歴史地
理研究会

J10

明治四十五年度　会員会費簿 日本歴史地
理学会

J11

明治四拾壱年度　会費領収簿 日本歴史地
理学会

J12

⃞年度　（日本歴史地理）研究会会員領収簿 J13

（受贈図書目録） 日本歴史地
理学会

J14

（出納簿） J15
（会費納入記録） J16
明治四十一年度　会員名簿　附会費領収明細
簿

明治41 1908 J17

（会費納入記録） 大正7〜
大正10

1918〜
1921

J18

（会費納入記録） J19
（東北文化研究購読名簿） H13

E 昭和五年国史学科修学旅行日程ほか 昭和5 1930 A6
（100件） 蝦夷の大和民族化　（下） 橋本實 （　　　　

五号）
A12

東方学報京都第三冊　東方文化学院京都研究
所

福田富貴夫 （歴史地理　
六号）

昭和8 1933 A14
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徳島大学附属図書館　喜田貞吉関係資料一覧（第1群 : 石躍氏寄贈資料＝喜田家旧蔵, 原稿等の部）

区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

還暦記念六十年の回顧　喜田貞吉編 花見朔巳 （歴史地理　
六号）

昭和8 1933 A15

校訂　馬淵・宣長訓古事記神代巻 小嶋鉦作 （歴史地理　
六号）

昭和8 1933 A16

新刊紹介　横浜市史稿　横浜市史編纂係編 喜田新六 （歴史地理　
六号）

昭和8 1933 A17

平野村誌　今井登志喜監修 蘆田伊人 （歴史地理　
六号）

昭和8 1933 A18

地球儀の用法 秋岡武次郎 （歴史地理　
六号）

昭和8 1933 A19

御肇国史　大槻如電著 石村吉甫 D2
昭和五年度　修学旅行日程予定表 D3
大阪府史蹟調査委員会郷土史料展覧会八尾会
場出品目録

大正5 1916 D4

弔辞　旧湯本塾生一同 大正14 1925 D14
日記　小泉氏 明治16〜

17
1883〜
1884

D15

（燈明台局関係） D16
宮内省図書寮稿　藤山鶴城氏「後西院天皇の
後諡号改廃に就いて」に就テ

昭和9 1934 D24

（小林雨塔原稿） D35
土蜘蛛論　土蜘蛛種族に対する余の見解　小
林庄次郎）

D36

仙台方言に就て 土井八枝 昭和3 1928 D48
三河一向宗徒の乱 小林雨塔 D55
（採点ずみレポート） 昭和3 1928 D57
日本四大民族占拠地の沿革 久米邦武 D61
秦氏及勝部の分布 著者名切り抜き E12
邪馬台国及び卑弥呼に関する論文項概 E13
秘書集探巻之第三 E32
昭和十三年八月十七日　関保三助氏批評 昭和13 1938 F6
雑誌索引　第二巻（第十七回） 昭和6 1931 F21
（徳川大名の配置） F30
うた　二 F31
株式会社日本美術学院　趣意書　起業目論見
書　収支予算書　定款

はさみ込みあり F33

意見書　一 F44
御前物御台式目一本 文久2 1862 F45
新聞切抜　自明治四十四年一月至明治四十四
年四月

明治44 1911 G1

明治十二・十三両年度歳入出現況表 調査局 G2
明治十四年三月分　十三年度歳入出現計表及
準備減債紙幣部収支金月□（計）表

調査局 内容　明治十四
年三月丗一日　
十三年度歳入出
現況表　　同五
月丗一日　同上　
　同五月　准備
部・減債部・紙
幣部収支金月計
表　　人名調査　
乙

G3

（梅原古墳報告） 山崎常磐 大正11 1922 G4
興教大師と現代 大正14 1925 G17
京都帝国大学第八回講演会喜田博士　「本邦
古代史管見」聴講者名簿

G36

大正拾壱年春　系図書 阿瀬川貞雄 大正11 1922 G41
平泉の諸寺院と山西五台山との関係に就いて 菅野義之助 G49
文芸春秋在庫明細 H1
（ガラス乾板） I1
日本古代史答案六通 東北帝国大学法

文学部
I5

淡路考古資料　辰馬悦蔵君抄録所贈 I7
法隆寺創建年代考 會津八一 東洋学報19

巻2号
昭和6 1931 I8

唐招提寺御影堂の研究 安藤更正 東洋建築1巻
3号

昭和12 1937 I9

上総菅生遺跡　予報第二回 大場磐雄 考古学9巻10
号

昭和13 1938 I10

東京府下調布村千鳥窪貝塚所見 大山 柏 人類学雑誌
41巻11号

大正15 1926 I11
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区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

History of the Japanese Medical Gardens Sanpei 
Ueda

Proceedings 
of the 
Imperiai 
Academy .
Ⅴ，No.10

1929 I12

四天王寺の建立年代に関する研究 福山敏男 東洋美術21
号

昭和10 1935 I13

「花より」の今様歌詞に対する弁明　花明吉
野の今様と其の作者に就いて

筑紫史談71
集

昭和12 1937 I14

片桐といふ町 京谷康信 昭和3 1928 I15
吉野離宮址関係記事 I16
鳥見霊畤附近図 I17
日本に於ける最初の検黴に就て 正木慶文 長崎皮膚科

泌尿器科1巻
1号

I18

丹生川上に於ける鳥見霊畤と吉野離宮址 昭和3 1928 2部あり I19
宮瀧の吉野離宮址に就て 昭和3 1928 I20
神武天皇親祭の聖蹟 昭和2 1927 I21
鳥見霊畤考　　吉野離宮考 昭和4 1929 I22
飛鳥浄見原宮址一部発掘ニ就テ 昭和4 1929 2部あり I23
霊畤乃址 鳥見霊畤顕

彰会
昭和2被
贈

1927 鳥見霊畤之発見
等合綴

I24

鳥見霊畤に就て 京谷康信　　
久保田猶蔵

昭和3 1928 I25

続吉野離宮考 森口奈良吉 I26
豊田氏の吉野離宮考を難ず 中岡清一 昭和4 1929 I27
吉野離宮考 森口奈良吉 昭和3 1928 I28
奈良県神職会会報　第百七号 昭和3 1928 I29
神奈川県中部伊勢堂町東大竹　八幡台石葺遺
蹟写真及スケッチ　亀田輝時君所贈

I34

膽振国千歳村火山灰下の竪穴遺跡 河野廣道 人類学雑誌
47巻5号抜刷

昭和7 1932 I36

（民族と歴史　8巻1号憑物研究号投稿） 大正11 1922 I38
東海道地理志 明治32 1899 I52
郡区改正図（三・五） I54
（封筒） 大正13 1924 杉田定一→喜田

貞吉
I56

柳生の研究　古文書篇 杉田定一 I57
野迫川村史料　北股古文書 杉田定一 I58
野迫川村史料　北股古文書 杉田定一 J34
奈良県吉野郡野迫川村の歴史と史蹟 杉田定一 昭和2 1927 J24
吉野茶話　No.3 大正13 1924 I59
丹生川上神社考　補遺 森口奈良吉 大正4 1915 奈良県神職会会

報35号等合綴
I62

出雲国造北島家沿革要録 大正5 1916 I63
幕府朝鮮交通文書 I64
周代古音鑑 I70
人類学 J21
切抜帖　第壱冊 K8
木曽谷植物調査報告第十八　木曽駒ヶ岳山彙
植物目録

横内 齋 K9

（新聞スクラップ） K18
（和歌短柵） K19
浦嶋保勝会趣意書 M1
（印刷写真） M14
東北地方の「契約」制度に就いて 伊東 東北文化研

究
M47

東北地方における奴隷制度の遺風についての
小資料

伊藤信雄 東北文化研
究

M48

（新聞切り抜き） M51
御案内書 M54
（明治天皇・皇后絵ハガキ） M55
東京ハーピー 2巻6号 明治40 1907 M56
（紹介書） M58
庚午年籍　永世保存の理由 高橋 崇 古代学5-3・

4
昭和32 1957 喜田新六蔵書 I72

正倉院御物調庸絁布墨書銘（常陸国）に就い
て

宮田俊彦 茨城大学文
理学部紀要
（人文科
学）9号

昭和34 1959 喜田新六蔵書 I73
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区分 標題 著者 掲載書誌 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

時範記 書陵部紀要
14号

喜田新六蔵書 I74

法隆寺移建論 田村吉永 昭和21到
来

1946到来 喜田新六蔵書 J20

連歌俳諧資料展覧会陳列目録 昭和26 1951 喜田新六蔵書か F1
各種用紙（白紙） M59
（以上503件）

11/17 ページ



徳島大学附属図書館　喜田貞吉関係資料一覧（第1群 : 石躍氏寄贈資料＝喜田家旧蔵, 書簡等の部）

区分 名称 宛名 差出者 年代
（和暦）

年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

F 年賀ハガキ 喜田貞吉 下村三郎吉 大正11 1922 L1
年賀ハガキ 喜田貞吉 須藤宋子・須藤幸子 大正11 1922 L2
年賀ハガキ 喜田貞吉 岩井芳雄 大正11 1922 宛：御家内併記 L3
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
小野芳彦 大正11 1922 L4

年賀ハガキ 喜田貞吉 川田庄三郎 大正11 1922 L5
年賀ハガキ 喜田貞吉 加藤直久 大正11 1922 L6
年賀ハガキ 喜田貞吉 田中棟八 大正11 1922 L7
年賀ハガキ 喜田貞吉 小原祐造・小原八千子 大正11 1922 L8
年賀ハガキ 喜田貞吉 荻田すみゑ 大正11 1922 宛：奥様併記 L9
年賀ハガキ 喜田貞吉 大妻久枝 大正11 1922 L10
年賀ハガキ 喜田貞吉 岡 茂政 大正11 1922 L11
年賀ハガキ 喜田貞吉 佐藤松岳 大正11 1922 L12
年賀ハガキ 喜田貞吉 神浦万十郎 大正11 1922 L13
年賀ハガキ 喜田貞吉 田中淳藏 大正11 1922 L14
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
福原潜次郎 大正11 1922 L15

年賀ハガキ 喜田貞吉 河野久子 大正11 1922 L16
年賀ハガキ 喜田貞吉 磯 秀太郎 大正11 1922 L17
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 太鼓地文五郎 大正11 1922 L18
年賀ハガキ 喜田貞吉閣

下
田中 礎 大正11 1922 L19

年賀ハガキ 喜田貞吉 佐野真雄 大正11 1922 L20
年賀ハガキ 喜田貞吉 石川舜一 大正11 1922 L21
年賀ハガキ 喜田貞吉 岩崎喜三郎 大正11 1922 L22
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
寺田貞次 大正11 1922 L23

年賀ハガキ 喜田先生 日高盛久 大正11 1922 L24
年賀ハガキ 喜田貞吉 住友縫之助 大正11 1922 L25
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 友枝高彦 大正11 1922 L26
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 畠山重孝 大正11 1922 L27
年賀ハガキ 喜田貞吉 日野健四郎 大正11 1922 L28
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
東野喜一郎 大正11 1922 差出：江州日日新

聞社
L29

年賀ハガキ 喜田貞吉殿 平石氏人 大正11 1922 L30
年賀ハガキ 太田勝友 大正11 1922 （表なし） L31
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
武田 忠 大正11 1922 L32

年賀ハガキ 喜田貞吉殿 高宮乾一 大正11 1922 L33
年賀ハガキ 喜田貞吉 佐々木秀一 大正11 1922 L34
年賀ハガキ 喜田貞吉 金倉アヤノ 大正11 1922 L35
年賀ハガキ 喜田貞吉 加古德五郎 大正11 1922 L36
年賀ハガキ 喜田博士 唐澤貞治郎 大正11 1922 L37
年賀ハガキ 喜田貞吉 長谷川福平 大正11 1922 L38
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 今井貞臣 大正11 1922 L39
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 林豐太郎 大正11 1922 L40
年賀ハガキ 喜田貞吉 井上恒二 大正11 1922 L41
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
花岡敏隆 大正11 1922 L42

年賀ハガキ 喜田貞吉 戶井栄太郎 大正11 1922 L43
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
土井利顯 大正11 1922 L44

年賀ハガキ 喜田貞吉殿 一宮龍太郎 大正11 1922 L45
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 橋本亀一 大正11 1922 L46
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
原 年雄 大正11 1922 L47

年賀ハガキ 喜田貞吉 原 甚助 大正11 1922 L48
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
原田親雄 大正11 1922 L49

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

日野誠雄 大正11 1922 Ｌ50

年賀ハガキ 喜田貞吉 橋本夏男 大正11 1922 L51
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 平山 正 大正11 1922 L52
年賀ハガキ 喜田貞吉 石田鼎一 大正11 1922 L53
年賀ハガキ 喜田貞吉 三明慶瞻 大正11 1922 L54
年賀ハガキ 喜田貞吉 岩田夏子 大正11 1922 L55
年賀ハガキ 喜田貞吉 中川泉三 大正11 1922 L56
年賀ハガキ 喜田貞吉 樽本太郎 大正11 1922 L57
年賀ハガキ 喜田貞吉 中尾保太郎 大正11 1922 L58
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年賀ハガキ 喜田貞吉殿 大倉粂馬・德見常雄 大正11 1922 L59
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 中條解心 大正11 1922 L60
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 中城直正 大正11 1922 L61
年賀ハガキ 喜田貞吉 内藤堯寶 大正11 1922 L62
年賀ハガキ 喜田貞吉 八田元喜 大正11 1922 L63
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 中村市三郎 大正11 1922 （剥離あり） L64
年賀ハガキ 喜田貞吉 馬場進一郎 大正11 1922 L65
年賀ハガキ 喜田貞吉 千家尊統 大正11 1922 L66
年賀ハガキ 喜田貞吉 小出植男 大正11 1922 L67
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 毛戸勝元 大正11 1922 L68
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 小林房太郎 大正11 1922 L69
年賀ハガキ 喜田貞吉 桑原親通 大正11 1922 L70
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 國分直記 大正11 1922 L71
年賀ハガキ 喜田貞吉 澁谷直吉 大正11 1922 L72
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 成合德次 大正11 1922 L73
年賀ハガキ 喜田貞吉 後藤肅堂 大正11 1922 L74
年賀ハガキ 喜田貞吉 中村房五郎 大正11 1922 L75
年賀ハガキ 喜田貞吉 答島丙八 大正11 1922 L76
年賀ハガキ 喜田貞吉 寺島德八郎 大正11 1922 L77
年賀ハガキ 喜田貞吉博

士
小松宥純 大正11 1922 L78

年賀ハガキ 喜田貞吉 小林正盛 大正11 1922 L79
年賀ハガキ 喜田貞吉 寺田四郎 大正11 1922 L80
年賀ハガキ 喜田貞吉 小島捨市 大正11 1922 L81
年賀ハガキ 喜田貞吉 留岡幸助 大正11 1922 L82
年賀ハガキ 喜田貞吉 古賀德義 大正11 1922 L83
年賀ハガキ 喜田貞吉 戶村定楠 大正11 1922 L84
年賀ハガキ 喜田貞吉 千住武次郎 大正11 1922 L85
年賀ハガキ 喜田貞吉 津田和一 大正11 1922 L86
年賀ハガキ 喜田貞吉 堤 寬 大正11 1922 L87
年賀ハガキ 喜田貞吉 冨田忠詮 大正11 1922 L88
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 眞田三六 大正11 1922 L89
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
土江知太郎 大正11 1922 L90

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

小松眞一 大正11 1922 L91

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

小泉顕夫 大正11 1922 L92

年賀ハガキ 喜田貞吉 土屋純一 大正11 1922 L93
年賀ハガキ 喜田貞吉 高祖敏雅 大正11 1922 L94
年賀ハガキ 喜田貞吉 角田政治 大正11 1922 L95
年賀ハガキ 喜田貞吉 中村喜又 大正11 1922 宛：千代子様併記 L96
年賀ハガキ 喜田貞吉 中島俊司 大正11 1922 L97
年賀ハガキ 喜田貞吉 小川小菊 大正11 1922 L98
年賀ハガキ 喜田貞吉 大谷勝真 大正11 1922 L99
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 中井伊與太 大正11 1922 L100
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 篠田治策 大正11 1922 L101
年賀ハガキ 喜田貞吉 瀬野馬熊 大正11 1922 L102
年賀ハガキ 喜田貞吉 重松俊章 大正11 1922 L103
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 山元田衛 大正11 1922 L104
年賀ハガキ 東條玉太郎 大正11 1922 （表なし） L105
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 衣笠健雄 大正11 1922 L106
年賀ハガキ 喜田貞吉 鈴木榮一郎 大正11 1922 L107
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 内藤 達 大正11 1922 L108
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 木村市太 大正11 1922 L109
年賀ハガキ 喜田貞吉 内藤馬藏 大正11 1922 L110
年賀ハガキ 喜田貞吉 木下六藏 大正11 1922 L111
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 菊池仁齢 大正11 1922 L112
年賀ハガキ 喜田貞吉 小熊吉藏 大正11 1922 L113
年賀ハガキ 喜田貞吉 長田庸治 大正11 1922 L114
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 大串文雄 大正11 1922 L115
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 加藤房藏 大正11 1922 L116
年賀ハガキ 喜田貞吉 川島元次郎 大正11 1922 L117
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 曾我部道夫 大正11 1922 L118
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 岸本俊之 大正11 1922 L119
年賀ハガキ 喜田貞吉 藤井善助 大正11 1922 L120
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 鈴木三八 大正11 1922 L121
年賀ハガキ 喜田貞吉 鈴木豊之助 大正11 1922 L122
年賀ハガキ 喜田貞吉 喜根井陽次郎 大正11 1922 L123
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年賀ハガキ 喜田貞吉 住吉林治 大正11 1922 L124
年賀ハガキ 喜田貞吉 杉本正介 大正11 1922 L125
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 平林 武 大正11 1922 L126
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 飯岡左内 大正11 1922 L127
年賀ハガキ 喜田先生 田中海應 大正11 1922 L128
年賀ハガキ 喜田貞吉 遠藤理一 大正11 1922 L129
年賀ハガキ 喜田貞吉 岡野義三郎 大正11 1922 L130
年賀ハガキ 喜田貞吉 能見愛太郎 大正11 1922 L131
年賀ハガキ 喜田貞吉 大村一郎 大正11 1922 宛：三五様併記 L132
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 野田義夫 大正11 1922 L133
年賀ハガキ 喜田貞吉 野山忠幹 大正11 1922 L134
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 梅田霍雄 大正11 1922 縦×横 125×92

（㎜）　最長 313
（㎜）

L135

年賀ハガキ 喜田貞吉 高橋萬次郎 大正11 1922 L136
年賀ハガキ 喜田貞吉 中野禮四郎 大正11 1922 L137
年賀ハガキ 喜田貞吉 長島恭三郎 大正11 1922 L138
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
竹中與三郎 大正11 1922 L139

年賀ハガキ 喜田貞吉 高岸豐太郎 大正11 1922 L140
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
武田良助 大正11 1922 L141

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

田中秀作 大正11 1922 L142

年賀ハガキ 喜田貞吉 玉置繁雄 大正11 1922 L143
年賀ハガキ 喜田貞吉 西村義伸 大正11 1922 L144
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 西村義郎 大正11 1922 L145
年賀ハガキ 喜田貞吉 大村謙太郎 大正11 1922 L146
年賀ハガキ 喜田貞吉 荻田延治郎 大正11 1922 L147
年賀ハガキ 喜田貞吉 岡崎鴻吉 大正11 1922 L148
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 市川敏雄 大正11 1922 L149
年賀ハガキ 喜田貞吉 池田隆完 大正11 1922 L150
年賀ハガキ 高木善人 大正11 1922 （表なし） L151
年賀ハガ
キ？

喜田貞吉殿 高島米峰 大正11 1922 L152

年賀ハガキ 喜田貞吉殿 猪熊淺麻呂 大正11 1922 L153
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 岩田覺藏 大正11 1922 L154
年賀ハガキ 喜田貞吉 井原 儀 大正11 1922 L155
年賀ハガキ 喜田貞吉 熊田 淳 大正11 1922 L156
年賀ハガキ 喜田貞吉 北島貴孝 大正11 1922 L157
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 盬入良善 大正11 1922 L158
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 滋賀 貞 大正11 1922 L159
年賀ハガキ 喜田貞吉 有馬七藏 大正11 1922 L160
年賀ハガキ 喜田貞吉 靑山與一 大正11 1922 L161
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
安藤祐專 大正11 1922 L162

年賀ハガキ 喜田貞吉殿 淺川雄太郎 大正11 1922 L163
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 有吉忠一 大正11 1922 L164
年賀ハガキ 喜田貞吉 岡田勇義　節子 大正11 1922 L165
年賀ハガキ 喜田貞吉 坂本健一 大正11 1922 L166
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
河本猷藏 大正11 1922 L167

年賀ハガキ 喜田貞吉殿 齋藤俊次 大正11 1922 L168
年賀ハガキ 喜田貞吉 水原堯榮 大正11 1922 L169
年賀ハガキ 喜田貞吉 亀山與市 大正11 1922 L170
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 加茂正雄 大正11 1922 L171
年賀ハガキ 喜田貞吉 笹倉新治 大正11 1922 L172
年賀ハガキ 喜田貞吉 日下部義人 大正11 1922 L173
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 久門雄二 大正11 1922 L174
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
黑岩萬次郎 大正11 1922 L175

年賀ハガキ 喜田貞吉 永山卯三郎 大正11 1922 L176
年賀ハガキ 喜田貞吉 内藤園子 大正11 1922 L177
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 吉川貞次郎　吉川てる 大正11 1922 L178
年賀ハガキ 喜田貞吉 笹尾半三郎 大正11 1922 L179
年賀ハガキ 喜田貞吉 佐野啓次郎 大正11 1922 L180
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
梶浦スズ 大正11 1922 L181

年賀ハガキ 喜田貞吉 香村茂富 大正11 1922 L182
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年賀ハガキ 喜田貞吉殿 神田城太郎 大正11 1922 L183
年賀ハガキ 喜田貞吉 神河庚藏 大正11 1922 L184
年賀ハガキ 喜田貞吉 神林隆浄 大正11 1922 L185
年賀広告 青十字報社 大正11 1922 L186
年賀ハガキ 喜田貞吉 柏原仁兵衛 大正11 1922 L187
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 中村弘毅 大正11 1922 L188
年賀ハガキ 喜田貞吉 多田昌正　多田宗近 大正11 1922 L189
年賀ハガキ 喜田貞吉 中島金熊 大正11 1922 L190
年賀ハガキ 喜田貞吉 中野竹四郎 大正11 1922 L191
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
中村 蓊 大正11 1922 L192

年賀ハガキ 喜田貞吉 柴謙太郎 大正11 1922 L193
年賀ハガキ 喜田貞吉 中島玉吉 大正11 1922 L194
年賀ハガキ 喜田貞吉 高畠順治 大正11 1922 L195
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 隈本有尚 大正11 1922 L196
年賀ハガキ 喜田貞吉 久保良澄 大正11 1922 L197
年賀ハガキ 喜田貞吉 來原瓔助 大正11 1922 L198
年賀ハガキ 喜田貞吉 神原政職 大正11 1922 L199
年賀ハガキ 喜田貞吉 門脇願珠 大正11 1922 L200
年賀ハガキ 喜田貞吉 野中完一 大正11 1922 L201
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 金澤庄三郎 大正11 1922 L202
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 香川直勝 大正11 1922 L203
年賀ハガキ 喜田貞吉 河野常吉 大正11 1922 L204
年賀ハガキ 喜田先生 河野淸實 大正11 1922 L205
年賀ハガキ 喜田貞吉 桑原直太郎 大正11 1922 L206
年賀ハガキ 喜田貞吉 川住鋥三郎 大正11 1922 L207
年賀ハガキ 喜田貞吉 酒井忠一 大正11 1922 L208
年賀ハガキ 喜田貞吉 相馬由也 大正11 1922 L209
年賀ハガキ 喜田貞吉 鳥取治郎八　鳥取爲三郎 大正11 1922 L210
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 梶川栄吉 大正11 1922 L211
年賀ハガキ 喜田貞吉 佐藤小吉 大正11 1922 L212
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
櫻井稻麿 大正11 1922 宛：御令閨併記 L213

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

川上愛二 大正11 1922 L214

年賀ハガキ 喜田貞吉 大道弘雄 大正11 1922 L215
年賀ハガキ 喜田貞吉 楠待はま 大正11 1922 宛：叔母併記 L216
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 佐藤四郎 大正11 1922 L217
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 久保廣太郎 大正11 1922 L218
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
木方庸助 大正11 1922 L219

年賀ハガキ 喜田貞吉殿 喜多貞吉 大正11 1922 L220
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 赤司鷹一郎 大正11 1922 L221
年賀ハガキ 喜田貞吉 白石正邦 大正11 1922 L222
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 下郷傳平 大正11 1922 L223
年賀ハガキ 喜田貞吉 島戸貞良 大正11 1922 L224
年賀ハガキ 喜田貞吉 朱牟田轍 大正11 1922 L225
年賀ハガキ 喜田貞吉 喜田村正久 大正11 1922 L226
年賀ハガキ 喜田貞吉 田中十三三 大正11 1922 L227
年賀ハガキ 喜田貞吉 高橋 勇 大正11 1922 L228
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
淺若 晁 大正11 1922 L229

年賀ハガキ 喜田博士 有木善一 大正11 1922 L230
年賀ハガキ 喜田貞吉 角井厚吉 大正11 1922 L231
年賀ハガキ 喜田貞吉 古谷淸 大正11 1922 L232
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
藤田 守 大正11 1922 L233

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

岩崎孫八 大正11 1922 L234

年賀ハガキ 喜田貞吉 西川勝三郎 大正11 1922 L235
年賀ハガキ 喜田貞吉 野口三郎 大正11 1922 L237
年賀ハガキ 喜田貞吉 大塚義雄 大正11 1922 L238
年賀ハガキ 喜田貞吉 平田元吉 大正11 1922 L240
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
日名子太郎 大正11 1922 L241

年賀ハガキ 喜田貞吉 廣瀬瑞應 大正11 1922 L242
年賀ハガキ 喜田貞吉 福田秀五郎 大正11 1922 L243
年賀ハガキ 喜田貞吉 藤岡圓治郎 大正11 1922 L244
年賀ハガキ 喜田貞吉 竹田正次 大正11 1922 L245

15/17 ページ



徳島大学附属図書館　喜田貞吉関係資料一覧（第1群 : 石躍氏寄贈資料＝喜田家旧蔵, 書簡等の部）

区分 名称 宛名 差出者 年代
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年代
（西暦）

備考 予備
整理
番号

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

瀧野政治郎 大正11 1922 L246

年賀ハガキ 喜田貞吉 竹村昌次 大正11 1922 L247
年賀ハガキ 喜田貞吉 田倉紋藏 大正11 1922 L248
年賀ハガキ 喜田貞吉 高島季一・高島俊助 大正11 1922 L249
年賀ハガキ 喜田貞吉 竹田五一 大正11 1922 L250
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 大林重兵衛 大正11 1922 L251
年賀ハガキ 喜田貞吉 遠藤佐々喜 大正11 1922 L252
年賀ハガキ 喜田貞吉 靨 岩次 大正11 1922 L253
年賀ハガキ 喜田貞吉 西村萬次郎 大正11 1922 L254
年賀ハガキ 喜田貞吉 辰市祐胤 大正11 1922 L255
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
奧田 彧 大正11 1922 L256

年賀ハガキ 喜田貞吉 アシカヾ タケチヨ 大正11 1922 L257
年賀ハガキ 喜田貞吉 仁木保一　キヌ 大正11 1922 L258
年賀ハガキ 喜田貞吉 浦田庄太郎 大正11 1922 L259
年賀ハガキ 喜田貞吉 梅津 連 大正11 1922 L260
年賀ハガキ 喜田貞吉 上原益藏 大正11 1922 L261
年賀ハガキ 喜田貞吉 池田貞雄 大正11 1922 L262
年賀ハガキ 喜田貞吉 岩本堅一 大正11 1922 L263
年賀ハガキ 今村孝三 大正11 1922 （表なし） L264
年賀ハガキ 喜田貞吉 高畠保三郎 大正11 1922 L265
年賀ハガキ 喜田貞吉 石川幸三郎 大正11 1922 宛：千代子様併記 L266
年賀ハガキ 喜田貞吉 青木武助 大正11 1922 L267
年賀ハガキ 喜田貞吉 妹尾順吉・妹尾美喜 大正11 1922 宛：御一同様併記 L268
年賀ハガキ 喜田貞吉 押上森藏 大正11 1922 L269
年賀ハガキ 喜田貞吉 大西源一 大正11 1922 L270
年賀ハガキ 喜田貞吉 岡田惠市 大正11 1922 L271
年賀ハガキ 喜田貞吉 岡 友吉 大正11 1922 L272
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 岡田信正 大正11 1922 L273
年賀ハガキ 喜田貞吉 大野廣吉 大正11 1922 L274
年賀ハガキ 喜田貞吉 尾佐竹 猛 大正11 1922 L275
年賀ハガキ 喜田貞吉 春日□城 大正11 1922 L276
年賀ハガキ 喜田貞吉 神田唉幹 大正11 1922 L277
年賀ハガキ 喜田貞吉 天坊左千彦 大正11 1922 L278
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
瀬之口傳九郎 大正11 1922 L279

年賀ハガキ 喜田貞吉 岡久毅郎 大正11 1922 L280
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 小栗鐡次郎 大正11 1922 L281
年賀ハガキ 喜田貞吉先

生
田鎖岩太郎 大正11 1922 L282

年賀ハガキ 喜田貞吉先
生

高須鑑吉 大正11 1922 L283

年賀ハガキ 喜田貞吉 渋谷真福 大正11 1922 L284
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 堂沢秀男 大正11 1922 L285
年賀ハガキ 喜田貞吉 野岐又太郎 大正11 1922 L286
年賀ハガキ 喜田貞吉 島田増平 大正11 1922 L287
年賀ハガキ 喜田貞吉 中村得兵衛 大正11 1922 L289
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 加藤常次郎 大正11 1922 L290
年賀ハガキ 喜田貞吉 河野元三 大正11 1922 L291
年賀ハガキ 喜田貞吉 覚圓寺秀文 大正11 1922 L292
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 益田明逸 大正11 1922 L293
年賀ハガキ 喜田貞吉殿 阿部 崇 大正11 1922 L294
カード 南 池子 （表なし） L288
喪中ハガキ 喜田貞吉 小谷 重 大正11 1922 L239
南北朝正閏
問題関係書
簡

　 　 封書44＋葉書12 1

書簡 喜田貞吉 歩兵第二十八連帯補充大隊 文部省 2
書簡 喜田貞吉 岩谷冷藏 東京小石川 3
ハガキ 喜田貞吉 鈴木 武 大正3 1914 東京小石川 4
書簡 喜田千代子 乕岩信子 大正2 1913 東京小石川 5
書簡 喜田千代子 乕岩信子 大正2 1913 東京小石川 6
書簡 喜田千代子 乕岩さだ 大正2 1913 東京小石川 7
書簡 喜田千代子 松本米穀製粉 大正2 1913 東京小石川 8
書簡 喜田千代子 乕岩信子 大正2 1913 東京小石川 9
書簡 喜田千代子 乕岩きよし 大正3 1914 東京小石川 10
書簡 喜田千代子 吉田わくり 大正2 1913 東京小石川 11
書簡 喜田千代子 いそ 大正2 1913 東京小石川 12
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備考 予備
整理
番号

ハガキ 喜田奥様
（千代子）

松倉春江 東京小石川 13

ハガキ 喜田三五 竹内 誠 L236
書簡 喜田三五 佐藤 努 大正11 1922 東京小石川 14
書簡 喜田三五 乕岩信子 15
書簡 喜田三五 乕岩信子 16
書簡 喜田貞吉 坂本丹治 昭和4 1929 史誌出版社 17
書簡 喜田貞吉 高橋虎治郎 昭和4 1929 仙台 18
書簡 喜田貞吉 小井川潤次郎 昭和4 1929 仙台 19
書簡 喜田貞吉 武藤鉄城 昭和3 1928 仙台 20
ハガキ 喜田貞吉 深沢多市 昭和4 1929 仙台 21
書簡 喜田貞吉 原 軍雄 昭和4 1929 仙台 22
書簡 喜田貞吉 深沢多市 昭和4 1929 仙台 23
書簡 喜田貞吉 国本善治 仙台 24
書簡 喜田貞吉 鈴木忠二郎 25
書簡 日本放送協

会東北支部 
放送部 長浜

喜田貞吉 27

書簡  草稿 28
書簡 書き損じ 29
書簡  書き損じ 30
書簡 房子 とき子  31
書簡 松井源之助

外遺族
喜田貞吉 昭和6 1931 「保存」と記入あ

り
32

書簡 橋本増吉 喜田貞吉 大正15 1926 控え G21
見舞状 湯本武比古 山田並左衛門 26
（以上、327件383通）
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